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十

越

御
殿
堰

大
黒
天
便
り

山
形
市
中
心
市
街
を
流
れ

る
御
殿
堰
。
そ
の
豊
か
な
水
の

流
れ
を
見
守
っ
て
い
る
の
が
私

「
御
殿
堰
大
黒
天
」
で
す
。

「
大
黒
天
便
り
」
で
は
、
わ
た
し
大
黒
天
が
御
殿

堰
歴
史
・
季
節
の
話
題
・
生
活
の
知
恵
な
ど

『
な
る
ほ
ど
！
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
内
容
を

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
第
二
八
号
で
す
。
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「
出
羽
国
」
は
山
形
県
を
含
む
地
域
の
旧
国

名
で
、
和
銅
元
年
（
七
〇
八
）
九
月
二
八
日
に
越

後
国
に
設
置
さ
れ
た
出
羽
郡
を
始
め
と
し
て

い
ま
す
。

出
羽
郡
は
和
銅
五
年
（
七
一
ニ
）
九
月
二
三

日
に
出
羽
国
に
昇
格
し
、
同
年
一
〇
月
一
日
に

は
陸
奥
国
か
ら
置
賜
郡
・
最
上
郡
を
編
入
し
、

現
在
の
山
形
県
域
が
出
羽
国
の
中
に
ま
と
ま

り
、
国
と
し
て
の
体
制
が
整
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
和
銅
五
年
（
七
一
ニ
）
か
ら
数
え
て
、
今

年
平
成
ニ
四
年
（
ニ
〇
一
ニ
）
は
一
三
〇
〇
年

の
節
目
と
な
る
の
で
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
、
山
形
県
立
博

物
館
で
は
、
特
別
展
「
出
羽
国
成
立
一
三
〇
〇

年
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
企
画
は
平
成
ニ
三
年
に
実
施
し
た
企

画
展
「
出
羽
国
成
立
以
前
の
山
形
」
を
受
け
て

開
催
す
る
も
の
。
前
年
度
の
企
画
で
は
、
山
形

県
域
の
旧
石
器
時
代
か
ら
古
墳
時
代
ま
で
を

展
示
範
囲
と
し
、
旧
石
器
時
代
か
ら
出
羽
国
以

前
（
七
一
ニ
年
以
前
）
ま
で
の
山
形
の
歴
史
を
、

主
と
し
て
考
古
資
料
に
よ
っ
て
振
り
返
っ
て

い
ま
し
た
。

今
年
の
展
示
で
は
、
和
銅
五
年
（
七
一
ニ
）
～

明
治
時
代
の
統
一
山
形
県
成
立
ま
で
の
歴
史

を
考
古
資
料
と
歴
史
資
料
・
民
俗
資
料
を
中

心
と
し
て
振
り
返
り
、
出
羽
国
か
ら
山
形
県
へ

の
お
よ
そ
一
三
〇
〇
年
間
の
歴
史
的
な
動
き

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
開
催
期
間
】

ニ
〇
一
ニ
年
一
〇
月
一
三
日
～

ニ
〇
一
ニ
年
一
ニ
月
九
日

【
展
示
時
間
】

九
時
～
一
六
時
三
〇
分

【
展
示
会
場
】

山
形
県
立
博
物
館

【
問
合
せ
先
】

山
形
県
立
博
物
館

〇
ニ
三
（
六
四
五
）
一
一
一
一
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一
〇
月
一
三
日
（
土
）
・
一
四
日
（
日
）
の
ニ
日

間
、
『
干
柿
つ
く
り
隊
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

『
干
柿
つ
く
り
隊
』
は
午
前
中
に
山
形
市
柏
倉

地
区
で
柿
も
ぎ
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
は
、
七
日

町
御
殿
堰
と
山
形
ま
る
ご
と
館
紅
の
蔵
に
て

「
干
柿
づ
く
り
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

木
造
町
屋
の
濃
茶
の
壁
に
、
柿
の
橙
色
が
映

え
て
と
て
も
美
し
い
景
観
で
す
。

美
味
し
い
干
柿
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。
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回
転
ず
し
と
す
し
料
理
店
「
う
ま
い
鮨
勘
」

が
十
月
ニ
九
日
（
月
）
に
オ
ー
プ
ン
致
し
ま
し

た
。山

形
県
内
で
は
山
形
南
支
店
（
山
形
市
）
、
天

童
支
店
（
天
童
市
）
に
続
き
三
店
舗
目
。

御
殿
堰
店
は
、
県
内
初
と
な
る
対
面
式
の
店

舗
と
な
り
ま
す
。

「
う
ま
い
鮨
勘
」
は
御
殿
堰
町
屋
の
二
階
、
大

通
り
側
に
入
店
。
七
日
町
支
店
限
定
の
お
得
な

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
も
ご
ざ
い
ま
す
。

七
日
町
へ
お
越
し
の
際
は
、
是
非
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。
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湯
殿
山
神
社
境
内
と
文
翔
館
前
広
場
が
熊

手
な
ど
の
露
店
で
賑
わ
い
を
み
せ
る
『
熊
手

市
』
。露

店
は
湯
殿
山
神
社
西
側
の
道
路
に
出
店

し
ま
す
。

日
付
：
一
一
月
二
ニ
日
（
木
）

一
一
月
二
三
日
（
金
・
祝
）

時
間
：
一
〇
時
～
一
六
時

場
所
：
湯
殿
山
神
社
境
内

湯
殿
山
神
社
西
側
通
路

【
問
合
せ
】

村
山
地
区
お
祭
り
商
業
協
議
会

電
話
：
〇
ニ
三
（
六
八
一
）
ニ
九
四
八

山山山山
形形形形
ああああ
れれれれ
ここここ
れれれれ

⑳⑳⑳⑳

そそそそ
のののの
ニニニニ

銅
町
の
起
源
は
康
平
年
間
（
一
〇
五
八
～
一
〇
六

四
）
の
源
頼
義
が
武
器
製
造
の
た
め
に
。
京
都
よ
り

鋳
物
工
が
住
み
つ
い
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
一
三
五
六
年
、
山
形
に
入
部
し
た
斯
波
兼
頼

が
城
を
築
く
た
め
に
谷
地
か
ら
九
名
の
鋳
物
治
（
い

も
じ
）
を
招
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

最
も
史
料
性
の
あ
る
も
の
は
、
義
光
公
が
一
六
〇

六
年
に
京
都
・
会
津
・
越
前
あ
た
り
か
ら
招
き
、
羽

洲
街
道
沿
い
の
城
北
側
に
定
住
さ
せ
た
と
い
う
の

が
銅
治
町
の
始
ま
り
ど
言
え
ま
す
。

兼
頼
公
時
代
か
ら
の
工
人
は
九
名
。
義
光
公
時
代

か
ら
の
定
住
者
は
八
名
。

江
戸
末
期
に
は
、
鍛
冶
師
を
含
め
る
と
六
〇
戸
と

な
っ
て
仏
具
が
多
く
売
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

山
形
市
の
都
市
改
造
計
画
は
立
谷
川
工
業
団
地

へ
の
移
設
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
四

九
年
一
〇
月
に
は
、
銅
町
の
中
規
模
鋳
物
工
業
は
須

川
西
部
の
工
業
団
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

往
古
を
語
る
銅
町
の
区
域
も
、
宮
町
や
円
応
寺
待

ち
と
改
名
さ
れ
、
馬
見
ケ
崎
川
の
落
合
橋
周
辺
に
銅

町
一
丁
目
か
ら
二
丁
目
が
あ
り
、
小
さ
な
町
で
銅
町

の
代
表
的
な
キ
ュ
ー
ポ
ラ
も
旧
羽
州
街
道
の
シ
ン

ボ
ル
塔
と
な
り
ま
し
た
。

山
形
の
鋳
物
の
伝
統
技
術
は
、
国
の
指
定
を
受
け
、

吾
妻
兼
治
郎
な
ど
国
際
的
に
評
価
さ
れ
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
（
吾
妻
作
品
は
市
役
所
前
に
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
）

次
号
の
発
行
は
十
ニ
月
七
日
で
す
。

来
月
も
皆
様
と
紙
面
で
お
会
い
で
き
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。


